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旭化成株式会社

旭化成ケミカルズ株式会社

旭美化成股份有限公司（台湾）の株式の一部譲渡について

旭化成株式会社（本社：東京都千代田区　社長：蛭田史郎）の100%出資の事業会社である、旭化成ケミカルズ株式会社（本社：東京都千代田区　社長：藤原健嗣　以下「旭化成ケミカルズ」）と奇美実業股份有限公司（本社：台湾台南縣　董事長：許文龍　以下「奇美実業」）は、両社のポリカーボネート（PC）事業合弁会社である旭美化成股份有限公司（本社：台湾台南縣　董事長：許春華　以下「旭美化成」）の、旭化成ケミカルズ保有株式の一部を、2004年3月末までに奇美実業に譲渡することに合意しましたので、お知らせいたします。

旭化成ケミカルズでは、独自のPC技術により、2002年6月に旭美化成において商業生産を開始、

1年6ヶ月のノンストップ運転を経て、昨年11月に初めての定期修理と再稼動を実施し、PC樹脂に関する製品技術および工場運転技術の実証を完了し、所期の目的を達成いたしました。

実証運転が完了し、今後、旭美化成が、より迅速でフレキシビリティのある経営をするための最適体制を両社で検討した結果、旭化成ケミカルズ保有株式の一部を奇美実業に譲渡し、出資比率を、奇美実業90%、旭化成ケミカルズ10%　（現行奇美実業51%、旭化成ケミカルズ49%）とすることといたしました。

上記体制の下、奇美実業は今後、PC事業の早期拡大と高収益化に向け、旭美化成の経営スピードを加速していきます。

一方、旭化成ケミカルズでは、旭化成PCアロイおよび旭美化成のPCを引き続き販売し、同時に、台湾を除く全世界において、環境に優しいPC製造技術のライセンス活動に注力していきます。

＜参考＞

· 旭美化成は、旭化成技術によるPCの世界最初の工場（50,000トン/年）で、2002年6月の商業運転開始以来、ノンストップで操業してきました。また、昨年11月の定修時には65,000トン/年に生産能力を増強し、再スタート後フル稼働をしています。
· 旭化成のPC製造技術は、一酸化炭素より合成されるホスゲンを使用する従来のプロセスと異なり、二酸化炭素を出発材料とし、工程で有害物質を使用せず、廃水も発生しません。また、環境に優しいクリーンなプロセスでもあり、　発表当時から注目を集めていました。旭美化成での商業運転成功により、2002年度GSC（グリーン・サステイナブル・ケミストリー）賞、2003年度日化協技術賞、化学工学会賞の3賞を連続受賞しました。　（受賞順）
· 奇美実業股份有限公司概要
(1) 代表者：　董事長（会長）：許文龍、総経理（社長）：　何昭陽

(2) 住所：　台湾　台南県

(3) 資本金：　127億NT$　（405億円）

(4) 　事業概要：　ABS樹脂、ポリスチレン樹脂、アクリル樹脂、合成ゴム等の製造販売

· 旭美化成股份有限公司概要

(1) 代表者：　董事長：　許春華　

(2) 住所：　台湾　台南県（奇美実業本社工場敷地内）

(3) 資本金：　12億3千万NT＄　（奇美実業51%、旭化成ケミカルズ49%）
(4) 事業概要：　ポリカーボネート樹脂の製造販売
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＜お問い合わせ先＞

　旭化成株式会社　広報室　　　　　　　　　　　　　　　　　 Tel.　03-3507-2060
　旭化成ケミカルズ株式会社　　PC事業推進部　　　　　Tel.　03-3507-2852

